




































































































































































































































































































































































注2 司法研修所監修 r4訂 民事訴訟第一審手続の解説J(法曹会、 2∞l年)
t主3 藤田広費量 n障義民事訴訟J446頁 (東京大学出版会、 2∞7年)
t主4 前掲注1r民事機後裁判ティーチング・マニュアルJ7頁


















































締役Aに、 Ylからセクハラ行為を受けたことを相談していたが、 Aは、 Xの訴えを真剣に取り上
げることはなかったため、会社を退職した。
②被告らの主張



































































成 11年11.FI2 0日、金2000万円を、次の約定で貸付けた(以下 f本件
消費貸借契約j という。甲第1号宮正)。
( 1 )弁済期 平成15年3月31 s 
(2)利息 年9. 5% 
(3 )鍋寄金 年18. 25% 





































































〒260-0000 千葉市中央区天神2丁目 13~番地 1 号
原 告 竹 中 利彦
〒260-0000 千楽市中央区水野3丁目 3客地1号
慣山ピJレ9階(送逮場所)
上記原告訴訟代理人弁t護士 甲野太郎
包括 043-235-0000
FAX 043-235-0000 
干134-0000 東京都江戸川区中田川1丁目 2番1-814号
被告 大谷浩一
〒144-0000 東京都大田区東国 1丁目9番11号
貸金返還符求事件
訴訟物の価額
ちょう用印紙額
金450万円
金2万8000円
、
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被告 大谷明子
第1 誇求の趣旨
1 (主意的指求)
被告大谷治ーは、原告に対し、金450万円及びこれに対する平成11 
年 10月1日から支払済みまで年3筈Jlの割合による金員を支払え。
2 (予備的諮求)
被告大谷明子は、原告に対し、金450万円及びこれに対する平成11 
年 10月1日から支払務みまで年3嘗Jlの割合による金員を支払え。
3 訴訟費用は被告の負担とする。
との判決並びに仮執行の宣言を求める。
第2 ~曹求の原因
1 (主意的誇求)有権代理
( 1)原告は、被告大谷明子に対し、平成11年7月 1目、金450万円を
次の約定で貸し付けた(甲 1、2)。
①弁済期 平成11年9月末日
②利息、 年l害対5分
③損害金 年3容l
(2)被告大谷明子は、(1 )の際、被告大谷浩ーのためにすることを示した。
(3)被告大谷浩一は、 (1)に先立ち、被告大谷明子に対し、本件金銭消費
貸借契約締結についての代理織を授与した。
(4)被告大谷浩一は、現在に至るまで上記貸金を返還しない。
2 (仮定的主張)追認
仮に、被告大谷浩ーが被告大谷明子に対して代理維を授与していなかっ
たとしても、被告大谷治ーは、平成11年 10月初旬、千葉市中央区北町
において、原告に対し、被告大谷明子の無権代理行為を追館、した。
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総説
「臨床法務研究j第8号
3 (仮定的主張}表見代理
( 1 )仮に、彼告大谷治ーから被告大谷明子に対する代理織授与及び追認の
事実がfSめられないとしても、原告は、前記 1 (1)について、被告大
谷明子に被告の代理梅があると信じた.
(2)被告大谷明子は、前記1 (1)の際、被告大谷浩一の印鑑及び印鍍登
録在明書を所持していた(甲1、2、3). 
(3)被告大谷治ーは、平成11年春頃、叔父である春日秋雄から被告大谷
明子に対する貸金について連常保証になるよう頼まれたため、保証契約
締結の代理権を被告大谷明子に授与するとともに、印鑑及び印鑑笠録liE
明書を交付した.
5 (予備的符求)無織代理人の責任
(1 )仮に、彼告大谷治ーが被告大谷明子に対して本件消費貸借契約締結の
代理機を授与していなかった渇合、被告大谷明子は無権代理人としての
責任を負う.
6、よって、主意的に、原告は、被告大谷治ーに対し、上院消費貸借契約に
基づき、貸金450万円及びこれに対する弁済期の翌日である平成11年
1 0月1日から支払済みまで年3"1の割合による約定損害金の支払いを求
める.
仮に、被告大谷浩一に対する請求が認められない治合、無稽代理人とし
ての責任に基づき、被告大谷浩一に対する貸金450万円及びこれに対す
る弁済期の翌日である平成11年 10月1日から支払済みまで年3割の割
合による約定機寄金の支払いを求める.
証拠方法
(以下略)
※学生(来修2王手)作成。多くの問題点があるがそのまま転歳。
、
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